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編集・発行：「自由と人権」榎本（090-1884-5757） 

ホームページ http://www.bbm-a.jp/~eno-takanosu1737/jiyu/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

目次 
① 東大和市長・市議会議員立候補予定者、「平和と軍事」 

政策アンケート結果公表 P1 

②「アンケートのお願い」 「回答用紙」 P2 

③ 集計結果とコメント P3～4 

④ 笑ってばかりもいられない…… P4 

⑤アンケートこぼれ話 P4 

 

「自由と人権」 
ホームページ 

ご自由に 
お持ちください 

「自由と人権」では、4 月 16 日に告示（23 日投票）の市長選・市議選に立候補を表明し

ている方のうち、電話、メール等の方法で連絡可能だった（現職議員 17 名を含む）27 名に

平和と軍事に関する政策アンケートをお送りしました。多忙なところ、アンケートに真摯に答

えていただいた候補者の皆さんに感謝いたします。 

締め切りまでに回答をお寄せくださった方は、全 27 名のうち 12 名で、半数にも至りませ

ん。もちろんアンケートですから、回答の有無については自由です。しかし、それは一般論に

過ぎません。全体の奉仕者である公務員（市長はもちろん、市議会議員も地方公務員法第 3 条

3 項一に定める特別職の公務員です。）になろうとする者にとって、その一般論は通じません。 

公務員を志す者は、市民からの請求に、むしろ積極的に応答すべき立場にあります。少なく

とも、現職議員についてはその義務があると言っても過言ではないでしょう。しかるに、アン

ケートに回答した現職議員は 17 名中 6 名、1/3 にも達しません。回答に応じなかった候補

者は、市民すべての代表であるという自覚に欠け、議員、とりわけ市長たる資格が、この時点

で失われたというべきでしょう。 

彼らは、当選ラインに達する支持層がいれば、それでいいとでも考えているのかもしれませ

んが、このような議員が多数では、市議会改革の見通しは暗いと思います。 

次ページ以降で、「アンケートのお願い」（アンケートの趣旨が書かれています）、「回答用紙」

（アンケートの内容と記入・集計方法について書かれています）と集計結果について公表しま

す（事前に確認ずみ）。なお、候補者氏名の表記は、候補者ご自身の表記に従いました。 

「自由と人権」定例会は、 

（原則的に）毎月第 2 土曜日 

午後 1 時 30 分から、 

東大和市立中央公民館です。

（参加費無料） 
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③ 

候補者名（50音順） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

あらはた 伸一（現）

石田 しょうたろう はい 無回答 無回答 無回答 無回答 無回答

大川 はじめ（現）

尾崎 りいち（現） はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

押本 修 はい はい はい はい いいえ はい

上林 まさえ（現） はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

きどおか 秀彦 （現）

木下 とみお （現）

佐竹 やすひこ（現）

関 あや子 はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

だいご はるお （現） はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

たかみね 章

床鍋 義博（現） はい はい いいえ はい はい はい

中野 志乃夫（現） はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

なかま 建二 （現）

中村 庄一郎 （現）

並木やすひろ

二宮 よしこ（現） はい はい いいえ 不明 いいえ いいえ

根岸 としひこ（現）（長）

はちすか かずまさ（現）

早川 みほ はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

東口 まさみ （現）

前田 太一 

森田 ひろゆき（現）

やぎした 進（長） はい はい いいえ いいえ いいえ いいえ

横川 みどり

和地 ひとみ（市） はい はい いいえ はい いいえ はい

無答

無答

無答

アンケート集計結果

【質問項目】
※すべて「はい」か「いいえ」でお答えください。
①あなたは東大和平和都市宣言の内容を尊重しますか。
②憲法第9条の戦争と武力の放棄（1項）と戦力と交戦権の否定（2項）を順守しますか。
③現政権がすすめるGDP比2%に達する軍事費（国防費）予算に賛成ですか。
④いわゆる「敵基地攻撃能力（反撃能力）」を、日本が持つことに賛成ですか。
⑤日本の武器輸出に賛成ですか。
⑥科学者による軍事研究に賛成ですか。

【表記について】
※（市）は市長候補者　（現）は現職議員
　「無回答」：アンケート項目が空欄
　「不明」：アンケート項目に「はい」「いいえ」以外の記述があった場合
　「無答」：アンケートに対する応答がいっさいなかったか、期日を過ぎて到達した場合

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答

無答



 

 

 

 

 

 

 

笑ってばかりもいられない…… 

「親分、武器の提供をお願いしますぜ！」「まかせとけって、だが、戦うのはあくまでもアンタだぜ」 

「もっと武器を買ってくれたまえよ」「へェ、だんな、今年は赤字覚悟のそろばん勘定でさぁ」「わかって

るな、やつらと一戦交えるのは、おまえさんだからな」 

そんなやり取りが聞

こえてきそうな、じつ

うまい画像配置とコメ

ントだ。 

しかし、リアルなだけに笑ってばかり

もいられない。 

「親分」と一緒になって、戦争のお先棒

を担ぐのはまっぴらごめんだぜ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「思想運動 2023-4-1 No.1087」より】 

アンケートこぼれ話 

アンケートを求めていたさなか、ある議員

候補者（現職）から回答の強要であるとして、

弁護士に相談すると恫喝を受けた。当方とし

ては「強要」したなどという覚えは全くない

が、当人には回答することができない事情で

もあって、そう感じたのであろう。 

今どき「弁護士に相談する」などいう脅し

文句が通用すると考えていること自体、時代

錯誤でしかない。とはいえ、こんな「警句」

で市民を黙らせようとする議員の質の低さ

と、そんな議員を当選させてしまった当市の

民度の低さをこそ嘆くべきである。もって、

今後の議員の選出に活かさねばならない。 

 

④ 

今回のアンケートでは、あえて身近な問題を取り上げず、国家レベルの政策課題、とりわけ平和と軍事

にかかわる質問をしました。身近な問題も大切ですが、それ以上に国策に関わるテーマは、時としてわた

したちの命と暮らしを根こそぎ奪いかねない課題だからです。どぶ板を修理してもらって、生活が破壊さ

れてしまってはもともこもありません。今回の選挙は、現政権のすすめる平和と軍事政策の評価でもある

ことを忘れてはならないでしょう。 

候補者の党派・会派名を今回は示しませんでしたが、ある会派は申し合わせをしたかのごとく、全員が

回答をしていません。旗幟鮮明にせず、ほッ被りしたまま集票に走る姿は公明正大とはいえません。 


